


























前　正七生・常 深 浩 平
（受理日：2020年７月12日）
A View of Language in Academic Curriculum of Early Childhood Education 
with Focus on Transition from Subject to Child-care or Aspect of Child’s Development.








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① ざらざら　⇒ ② つるつる　⇒ ③ べたべた　⇒ ④ ぬるぬる　⇒




① あまい　　⇒ ② からい　　⇒ ③ にがい　　⇒ ④ しょっぱい⇒
⑤ すっぱい　⇒ ⑥ つめたい　⇒ ⑦ あつい　　⇒ ⑧ くさい　　⇒
３）今日の朝食（昼食）の香り、匂いを色に言い換えてみると…。
たべたもの どんな匂い 色
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A Meaning of “Wait for Another’s Response”
on the Human Relations in One’s Early Childhood
̶ An Approach from the Point of View on Mutual Effect between Individual and Mass ̶
Yukiko OSONOE
要　旨
　幼児同士の集団生活での関わり合いに於いて、互いの他者理解や言語表現の力には大きな個人差があり、
保育者の子ども理解の力を借りて幼児自身の思いを代弁してもらい、言葉での表現を引き出してもらっても
なお釈然としない思いが残ったり、後からまた別の想念が浮かんだりするのは、大人も幼児も同様であろう。
言葉で解決できない思いが残ったときに相手の反応を待つ、ひいては相手の変化、相手の成長を待つ経験が
できた幼児は他者の内面の存在や、心的表象の違い、また他者に対する尊厳について思いをいたす入口に立っ
たと言えるのではないか。保育場面での子どもたちが「待つ」姿を取り上げて幼児にとっての「待つことの意味」
を考えていきたい。
キーワード：待つ、心的表象、心の理論、第一次誤信念課題、第二次誤信念課題
研究ノートある。最高のユーモアと動物愛・自然愛から、
絵本による総合的な学びの可能性と知的好奇
心を満たす絵本の奥深さを感じた。
 この絵の出典は『どうぶついっぱいかいちゃ
おう』ヴィレッジブックス　2005年.
xvii 前掲ｘ　汐見．p.76には、子どもの話を聴き、
子どもの論理づくりを手伝うことの大切さが
記してある。
xviii 中川李枝子『本・子ども・絵本』文春文庫　
2018. p.17-20, 自分の避難所、宮殿とは自分の
考えや想像、誰にも邪魔されることのない思
索の空間などを言っている。読書の習慣を身
に付け、自身の楽しいことや想像・思考の枠
組みをしっかり持っている人はたとえどんな
不幸、辛いことがあっても惑わされることは
ない。
xix 前掲ⅻ　pp.39-56.
も行っている。本稿での提示は割愛するが、
内容としては、子どもたちが、自分の生活、
身近な周囲の音（自然・生活）を聴き、感じ
て自分の元々持っている感覚から出発し、生
活音、自然にひそむ音、人工的な音などの覚
知を経由して、商店街にある音、仕事の音な
ど、地域社会と授業での活動がつながり、広
がっていくという「音によるプロジェクト」
の嚆矢である。そこには「自分の『五感』を
もっと信じよう」、「色、カタチ、線などを用
い、自分にインプットされたものや『自然』
の音・風、匂い等を自由に表現する」という
ねらいがあり、その学習は「音」と「地域社
会との協働」をコアに据えたカリキュラムの
一種として、なかには半年に亘るものもある。
xvi このワークショップは、実際に筆者が旭川在
住の時、あべ弘士さん本人の動物の解説と
 絵本の愉しみについて直接、見聞したもので
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